
平成21年度感染症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  

1平成21年4月15日報告分から21年6月29日までに報告（新規及び追加）があった感染症報告（疑L、       事例を含む 
。供血着からの指針こより開始した遡及調査によるものを除く。）は、輸血用血液製剤24件であ          る 

。輸血用血液製剤の内訳は、  
（1）B型肝炎報告事例：  6  

（2）c聖肝炎報告事例：  10  

（3）HIV感染報告例二  0  

（4）その他の感染症報告例：   8  

2 B型肝炎報告事例  
（1）輸血前後に感染症検査でHBs抗原（又はHBV－DNA）等が陽転した事例は3例（うち、輸血後MTで陰性又は            血で1 

輸前後陽性は例）。  
（2）血液製剤を提供した献血者の保管検体の個別NAT陽性の事例は1例。  
（3）輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は0例（劇症化例含             む 

3 C型肝炎報告事例  
（1）輸血前後に抗体検査（又はHCV→RM）等が陽転した事例は8例（うち、輸血後NÅTで陰性又は輸血前後で陽            性は2例） 

。  

（2）使用した血液製剤を提供した献血者の保管検体の個別NAT陽性事例は0例。  
（3）輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は0飢  

4 HIV報告事例  
（1）輸血前後に抗体検査等が陽転した事例は0例。  
（2）使用した血液製剤を提供した献血者の保管検体の個別NAT陽性事例は0例。  
（3）輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は0例。  

5 その他感染症報告事例  
（1）B型肝炎及びC型肝炎以外の肝障害報告事例は1件。  
（2）細菌等感染報告事例において、血液製剤を提供した献血者の保管検体の無菌試験陽性事例は0例。輸血後         に亡 

死（原疾患又は他の原因Iこよる死亡を除く）したとの報告を受けた事例は0例。  

※症例一一覧表において、事前発送資料からの修正・更新点は赤字で表記した。  
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供血着発遡及  

使用  供血看再献  同一供血看  同一供血看  感染  転帰   の場合の供血 看保管検体  供血着発遡及   
原疾  惑  投与  投与前検  投与後横  日赤投与 前  8赤投与  受血石個  献血者個  併用 血遜  偏考  

▼ヲ   単位 敵  血※  製剤確保冥  製剤使用※  症等 転帰   （抗原、抗体、 NAT）（投与時  
点）   

輸血後NATで轄性又は輸血前後で陽性  

H鮎～H  
Ha山上（－）  

09／02）  

H8■∧よ◆）  

H81∧b（－）  

Hβdd－）  

H8d正一）  

H8G人叫－）  
（09′03）  

人血小  
H8湘◆）  

坂主l暮  
H8Jb（－）  25ヰの席料血  
H8dd◆）  H【lV－  薫、4本の鼓姓  

ユー  8  保管機体  よ給血購－LR  

170 ≠位  l／劫（H8Vl『壬     を禦逢．靡料  重暮  乗回互  
慮（触Il  炎   ○閲  A一 ○！和  2009／  2009／    濃（故I寸 汝照射） 人赤血    8  血慮   聖  J／q2－ 03  目白■～（－） H88J▲（一）              H8d♭ト） H8州－）  ㌫＋，   D11∧【◆） H【ItAd＋）  l■性（輸血   29本全部                          002 8  欝  lハ7  5ハ  坤羞l■   之2書 位  捜査陰性）  血禦は全てi 侵済み． 新鮮■縫血♯  

三－  
（09／04）   

H8山一◆）  ーUlは全てヰ  
H8咄－）  

H8db（一）  

鼠算み．   

）  

DN〟◆）  

H【l■∧〆◆）  

8■州◆）  

H8dd◆）  
H8■人吠－）   

／110ノ仙l   

19  

供血舌先遡及  
碁  併用  

8   

号   日 赤  旗 別  FÅX受  報告 受領   一般名      碩疾 患   染 虚 名  投与  投与前検  投与後桟  8赤投与 前 検査  日赤l受与 後 検査  受血者咽  献血者個   血液  備考   使用 単位 数  供血看再献  l司・一供血看  同一供血看  感染 症等 転帰  転帰   のIl合の供血 看保管検体  供血舌先ヨ及 の場合の供血 者の検査値   

点）   

l引際有随故事例  

3之隼  

佼 38■  

位   

3－  

瑠王躍  （09／0ユ）  

液（放射  H8占～（◆）  

保管機体5  
H8VlⅥ建捜  6単  

0鵬  
位 Z阜  

8  人赤血  090      200g／ 8ハ7  予定  拉   
球：三l■  HBdb（←）  

蔵－LR   lt【】db（◆）  

rO9／05l   



新鱒■  

／0  新鮮■  ）  

2ヰ  Z2本の思料血  
位  欺、3本の新♯  

3一  （（ゆ／桝）  倭讐機体  
¢餅）  A－ 田 【Xカ  

■給血徽一u、 1本の赤血月  
㌫｝  l■性（Il血   2Iニt全部  

32  緋9′  珊9′  炎  
（00／01）  

濱（放射  HCV一  ）  単位  15隼 位  V之朝日CVl円蓋      芝l事液－LAを  寿血球呈■よ ●＝＝・i  ■t  乗回仕  
ゝ二・  Og／○  R仙叫◆）  

Z■■  

人轟血  位   血難1＿Rは全  
■   （（糟／05）   

ヰ濃厚  
て鑓俣庚み．   

濠一l＿R  

2l  

供血着発遡及  

使用        感染  も綜   の量員合の供血  供血舌先遡及   
点）   

揮料血綬は全  
2木の層料血  

8単  

（（泊／OS）   RN人（一）  

位  ヰ／HCV   、6の  
造．  屑へ供蛤済  

み．  

5ヰ：の見劃血  

1之絶  

陽性（Ⅶ血   

鞭、2★のホ鯖  
・・・・■り●  

後）  てHCV一 RN∧）  を製造廉料   
有無を！■萱  

中．   

IイCV－A上イ】  

（08／1】〉  

HCV－∧bト）  

（〔は／11）  

HCVAb（り  

（09／03）  

HCV－  HCV  

4本の原出血  

a些  2／q（トイCV間違   一 →■＝  

仏  検斎托性）  出血類は全て  非里鉱  東国復  
愉・■  

HCVコア  

Åb（）  

（C恰／84）  

HCV  

RNAト）  



感  
供血着発遡及  

併用  

番   番   付8  8  
卑  日 赤  議 別  FAX受  報告 受領  一般名  月    原疾 患   染 症 名  投与  投与前枝  投与後検  日赤投与  日赤投与  受血者個  献血者個   血液  備考   使用  供血者再献  同一供血看  同一供血看  感染  妻孟帰   の場合の供血 者保管検体  供血着発遡及  

点）   

外  
3－  HCV－∧武一）  

1本の原fl血  

2＃ 位  ○ハ  姥喜製造層  科血頼は確保  ■t  乗回復  0餅）  人－ ○桝】  2009′  加9／  人赤血 球主  男  8   傷・ 整形  e 聖  ／01   （09／Ot）  HCV－  HCV－  ㌫，  陰性（叫血  保管検体1 本につい                        tX叫 □  0α） 39  6／8  6／黒  液慧    外科 的疾 象  肝 炎   Hαコア ∧t（－） （陶／Ot）  RN∧（←） （09′05）  ㌫‡  ト忙∨一価◆ （P9／㈹）  前）闊性（♯ 血後）  芯T  済み．   

HCV－∧扉－  
人赤血  HCV⊃ア  

2★の犀料血  

◆● 位  0／2   JJ二＝ 料血無はすぺ  非重1  未包t  

ユー 匿 2  ㌫ ∝X】 40  諾9／  誤…′   壌羞1事 濠（放射 ≦ニ    巳 ○  生■ 曇Il t  C 聖 肝 炎  ′02  HeVコア ∧t（－）    ■（－） Og側 HCVコア ∧ ■（＋）  ㌫） 川〇∨－′lJ－ （【檜／08）  ll性（ll血 ■I  保管は触 本（全鐸） ㌫こ）  てt保済み．  

r∞／85l  

ヰ血礁NAT相性又はヰ血前後で牡性  

HCVコ丁  

3－  人さ血 ヰ濃庫  
～（－）  提t汝根  ◆■  王事の才筆l血  

位  0／2   ♯モ■遁、■   銅血書は■保  丼1鷺  不明  

済み．  

粥 四 l  ㌫ ∝氾 28  誤：′  課；′    濠（放射 ■■｛） －LR    丁   

明／04l  

HQV－仙（一  侵管檎栂  
＝リ＝÷■  

3一  ○如  ㌫   ■、1■○■■  

川■  
位  】／叫11¢Ⅵ管主  集t義  未自任  

09／㈹）  凹 ●l  深′  諾′   緒血鸞1．Rlま  
て止塵済   
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恵  
供血舌先遡及  

併用  
暮 号   

号  日 赤  議 別    F人X受  報告  一般名      原疾 l■   染 症 名  投与  投与前扶  投与後続  日赤投与  B赤投与  受血肴tl  献血看琶   血液  備考   使用  供血舌再l駄  周一供血舌  同一供血  感染  転梼   の鳩舎の供血  供血着発遡及   

点）   

馬転乗確思慮例  

3一  保管楓体1  4ヰの房蛸血  
蝶を製造、層  

0  0湘 005     急X柑／ 6／25    人赤血 増葺呼 ▲：・・1 瞼蓼翳村〉  

8隼 位  0／1  料血姥は使用  
－しR   炎   09／併〉   予定  

の有kを■量  
中．   

人界血  HCV一仙（一  保管機体2  
H¢V闇雲機  

董実施予定  一半 位  三1査中  三l嚢中  調査中  蔓t  乗層I復  
炎   3－ ○計） 00S □    2q09／ 6／2g     域王l事 液（厳射 ご・岳‡－    4 0  l蒜ま 丑  C 里 肝   ／t‖ ／02  HCV－′b（－ ㊥7ハ2）   （WOむ HCV－他（◆ 09′02）  三l壬中  ：l董中  

予定  
揃血による   

（該当例なし）  t   l   l  

哲血によ  

被疑東：佳血も  
日8の照射赤  

血球三尊液－  

L吋l本l  

諌査腐臭を受  l本の原料血  

けて担当医よ  繁を製造、頗  
リr18薗培染と  科血矩は囁俣  筆先  回せ  
輸血血液の包  済み．  

黒併任lまなし＼  

と考えるJとの  

コメントが冷ら  
れた．   

2－1   
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焙  併用  供血舌先遡及  
使用 単位  番 号   

号  8 赤  洩 剤    FAX受  博告 受領  一眼名  男    原疾 史   染 症 名  投与  投与前検  投与後検  日赤投与 前  日赤投与 後  受血書個  献血者個   血液 製剤 等  備考  敏   
点）   

っ三r・  
少  
∞′鋸）  

ヒ  疇線種減  
ト  少回復  
バ  09／糾）  

ル  蝉粒ヰ濾  

ユー  8t9－  保管機体t  
ヒトパルポウ  】真の層胴血  

2鑑  十f■虞、■  
検査実施予  料血難は使用  

0！和 α】3 8  ㌫ ∝貯 ｝6  2009／ 5／2S  諾㌘′  人赤血 ヰ圭厚 蔵（放射 ∴壷÷一    I  免疫 疾患 モの 他の 疾 魚？      ポ ウ イ ル ス 8】  

定  の有■を桝士  
9  人吠◆）  実施予定  中．   

書  00／81）  

疑  ＿，  

い   t冷／01）  

ご一ニーこ・  
少角t  
Og／01）   

モの  ●鶴内血難分  

他の  
入幕血 攣濃揮  ）  

且℡且件l 本に一九ヽ  

3－  分■■｛の●  ▲書檎体とヰ血  
000   舌什にV■性保   

t機体）との  

慧‘ 小  珊／  胴／    濃騰  舅  且  炎  Tt5泊   
H；V牡■配列の  

泌月！  「露1〟嶋ト〉  kG－HEV∧  欄局地こついて  
曇裏  08／8）   b（－〉  HEV－・RN人■性  王■義手走   
疾鳥  惰輪に対して  

の症例ヰ告  

エ
詩
話
崗
寸
ヾ
旬
－
市
ベ
Z
A
↓
淋
苗
（
A
r
T
訓
諭
ノ
藩
掛
倒
ゆ
轟
落
寄
♂
鴎
e
）
 
 
 

蕊
二
ざ
滞
泣
面
言
じ
ふ
一
声
ベ
Z
A
T
淋
諦
（
A
「
↓
剥
轟
．
藩
掛
倒
ゆ
轟
意
義
立
論
（
）
 
 

N
．
エ
E
＜
－
R
Z
A
翠
序
繋
旨
咄
8
牙
発
 
 
 

空
事
 
 
 

凋
落
N
－
劇
こ
」
山
㍑
二
竺
遡
諒
 
 

親
側
・
妙
計
球
粋
晴
好
砂
 
 

轍
碑
瑚
加
妙
薄
圧
瀬
芋
 
 

ー
．
異
音
苫
エ
E
＜
N
O
ヾ
－
ヒ
＼
Z
A
T
淋
諦
先
発
 
 

山
汀
畜
崗
戦
十
朝
巨
薄
寸
ヾ
セ
Ⅰ
哺
牙
 
 

溺
掛
避
責
‥
個
熟
－
？
罰
－
血
－
コ
～
個
熟
N
－
罰
∽
血
U
－
コ
 
 

H
－
∞
．
〕
～
H
N
－
．
ひ
※
N
 
 

H
－
↓
－
～
H
－
0
0
．
N
警
 
 

繋
苛
冨
エ
E
＜
N
O
≠
－
」
て
N
A
T
湘
爵
荒
野
符
J
ぐ
ノ
バ
 
 

（
蕃
旨
麻
H
E
＜
襲
撃
霊
芸
貰
諒
）
 
 

ー
一
N
O
0
0
ー
∽
∽
－
 
 

弊
巨
軸
曹
 
 
〓
E
く
占
Z
A
翠
辞
 
 
率
辞
世
 
 
 

0
0
の
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∽
↓
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－
↓
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ー
＼
0
0
－
0
0
の
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0
0
ー
ー
0
0
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0
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0
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N
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針
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揮
 
 



別法  
2・HEV－RNA陽性者の内訳  調査期間・20鴨年1月用～200沌5月引日  

HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT “U／U  RNA   喫食歴訪査  遡及対象  

内の種類   供托製剤   受血吉信報  
lgM  IgG  

m5／8t／04  ・32   M   57  ＋  無  不明レバー   生   無  
2  2α）5／Q2ノ0？  38   F   ＝  ・ト  無  ブタレバー   生   無  
J  2α）5′02ハ3  11   M   tO3  ＋  無  回答なし  無  
4  2（X）5／03／25  65   F   】7  ＋  無  回答なし  無  
5  2∝）5／03／2丁  26  M   38  ＋  有  不明レバー（問診時）   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   
6  2（X朽／84／10  54   F   20  ＋  無  ウシ精肉   半生   無  
7  2005／04／15  59   F   ＝i  ＋  無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無  

8  20：15／04パ5  35   F   
18  ＋  無  シカ精肉、ウシ精肉 バ 半生  

ウシレー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  
g  2砥／04／20  25   M   2」l  十   ＋   ＋  無  ウシレバー、ウシ精肉 ウシホルモン 、ヒツジ精肉   半生  十分加熱  有  感染なし   

10  2∝汚／84′／28  22  M   1ヰ  ＋  無  回答なし  無  

2∝枯／（略′の  42  M   24  ＋  十   ＋  無  ウシ精肉 ウシホル 半生  
モン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾患lこより死亡   

12  2tX）5／0ら／22  51   M   52  十  無  回答なし  無  
t3  2∝朽／0丁ノの  58  M   21g  ＋  十  ＋  無  不明レバー、プタ精肉   十分加熱  無  
川  2005／0丁／05  22  H   23  ＋    ＋  無  回答なし  ■  
†5  2鵬′07／05  38  M   15  十  無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ覇肉   半生   無  
川  加／07／1：】  24  M   19  ＋  ■  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡   

ウシ轄肉   生  
17  2（氾6／09′02  33  H   49  ＋  暮   ヒツジ精肉  

ブタホルモン、ブタ精肉  
半生  無  
十分加熱  

18  2搬／的′¢t  29   F   m  ＋  ＋  ＋  無  ウシホルモン、ヒツジ稀肉 バ 半生  
ウシレー、ウシ糟肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

†9  2（氾5／09′加  ヰ2  H   31  ＋  無   ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ蕪肉   十分加腰  有  HFV感受（什‖．11．1運営委且会＃告済み〉   

20  2∝6／09′2丁  20   F   tO  ＋  無  ウシ精肉、ブタ和レモシ、ヒツジ精肉 一   十分加熱  無  
2l  批／10／21  41   H   12  ＋  暮  回答なし  無  
22  2∝巧／1Q／25  4イ   F   38  ＋  ＋  ＋  無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

2：‡  2腑／11′07  30   F   2t  半生  
＋  ●  ブタホルモン．ウシ精肉、ヒツジ精肉 ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ掃肉   十分加熱  無  

24  2鵬ハt／07  3t   F   12  ＋  ＋  十  有  ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  ■  
25  傭ハl／20  28  M   47  ＋  ＋  ＋  有  ウシレバー、ウマ覇肉 ブモン 生  

タホル、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  
2¢  2∝朽／11／29  a5   F   333  ＋  ＋  ＋  有  回答なし  暮  

2丁  2（】05′12／13  12  H   30  十  右  ウシ精肉、ヒツジ精肉 レバ 半生  
不明ー、ブタ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

2も  2∝巧／12／13  ：m  M   ＋  有  不明レバー   十分加熱   有  HEV感染（川乱01．26運営委且会報告済み）   

29  2005ハ2／22  82   F   1◆  十  無  回答なし  無  
30  2（X15ハ2／27  ヰ2   F   †1  ＋  無  回答なし  無  

29  

問診   
N0．  採血日  年齢  性別  ∧しT （lU／0   喫食歴調査  遡及対象  

供給製剤   受血着信報  
HEV抗体   田   該当 ※1               kM  kG    肉の種類   

3t  20：帽′Ot／02  22   F   12  十  有  ウシレバー、ウシ薄肉   十分加熱  無  
32  2∝掩／01／0（‡  88  M   23  ＋  無  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ馬肉   半生   無  

ウマ精肉、不明レバー  
H   

生  
33  2（XI8′Ot／tこI  36  42  ＋  無   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  無  

ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加熱  
34  2008／Olハ8  53  M   238  十  ＋  ＋  有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

ユ5  20〕る／Ol／lユ  3l   仙   43  ＋  有  不明レバー ブ」ご 半生  
タ精肉ツジ精肉  十分加熱  無  

38  2α沌／01／t7  48  M   25  ＋  無  回答なし  無  
3丁  2α：略／Ot／25  52   M   25  ＋  無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの隠掛ま見られす追跡調査終了   

38  2（追6／別／30  39   F   22  ＋  無  回答なし  無  
39  加／Ol／30  25  M   32  ＋  右  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレパ“  
F   

生  
40  2【D6／0乞／02  39  35    十   十  有   ウシレバー  半生  無  

ヒツジ精肉  十分加熱  
」‖  2〔旧6／02／0丁  57   H   †1  ＋  無  不明   不明   無  
42  2006／02′0丁  40   F   1丁2  十  十  ＋  無  ウシ精肉   十分加熱  無  

13  2∝方／02ノ1丁  39  H   28  
イノシシ精肉、ブタ精肉   ＋  無  ブタホルモン、ブタレバー、ブタかソ、ヒツジ精肉   半生 十分加】熱  無  

41  2α帽／02′20  58  M   22  ＋  無  ヒツジ精肉   十分加熱  無  

45  2006／02／21  45  M   30  ＋  無  ウシ精肉 ブ 
タ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  

48  2（旧6／03／0†  46   F   15  ＋  勲  回答なし  無  
47  2（X）6／03／01  50   F   無  29  ＋  無  回答なし  

48  2（D6／03／02  5－1   M   47  十  ＋   ＋  無  ウシ・ブタ（精肉、レバー＿ホルモン）＿ヒツジ精肉  十分加熱  無  

49  封Ⅹ帽／03／27  40   F   12  十   無  回答なし  無  
50  2α）6′ひl／01  3】   16  ＋  ヒンジ精肉   半生   無  
5l  2∝）6／04／04  30   「   14  十  ブタ精肉、不戦レバー   十分加熱  無  

52  20：18／04パ2  38  M   ＋  45  十  ＋  ブタレバー、ウシ精肉．ブタ精肉、ヒンジ精肉  十分加畏  無  

53  2聞6／84／18  21  M   26  ＋  ウシ符肉、ウシホルモン  半生  
ウシ精肉．ウシホルモン  十分加勲  無  

2る  十  無  14  珂筈なL  

46  H  十  t9  ブタレバー  半生  
M  ＋  56  プア   ヒンジレバー  十分加熱  無  

20〕6／OJ／OJ  IJ  33  寸  回菩なし  無   
58  20）6／07ハ1  3－l   「   tO  無  ＋   ／ ／  回答なし  

59  2（追6／OJ／12  「   27  1  回吾なし  象  
60  2tX）6／07／22  19   M   月6  ＋  十   ウシ精肉、ブタ箱軋ブタホルモン、ブタレバー  十分血祭  無  
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No．  採血臼  年l舌   性別  AしT ひU／し〉  
遡及対象  

lgM llgG    ※1  肉の種類  
供給製剤   受血石情報  

6t  2∝掩／08／81    62   H   柑  一  一  十  

62  2（泊6′Og′08  ヰ4   F  1－l  ＋  無  
83  2t氾6′09／2，  88  H   15  ＋  ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無   

糾  2（刀吼ハ0／21  29   H   22  十  不明  無  
も5  2鵬／11／19  48   H   58  ＋   ／  ウシ精肉、ブタ編肉   十分加熱  無  
88  2008ハ1／23  5ヰ  M   18  ＋  回答なし  無  
8丁  2（D8／12′Ol  43  H   55  ＋   ＋  ／  ブタ箱肉   十分加熱  無  
88  2（珊ハ2／糾  60  M   46  十  十   ＋  ウシ緒肉   十分加熱  無  
約  2肌／†2／○ヰ  47   H  40  ＋  ＋  ＋  ／  ウシ精肉、ウシホルモン   十分加熱  無  

70  200丁／03／01  ユコ  H   朋  ＋  ウシレバー   生   無  
7l  2（カー／03／15  42■  M   32  ＋   十   ／  ブタレバー、ブタホルモン   半生   無  

？2  2（氾丁／α2丁  55  H   30  ＋  不明レバー   十分加熱  ●  

73  2（カ†′01／0丁  22   F   9  
＋   ユッケ  生  

ウシホルモン、ヒツジホノレモン  十分加熱  無  

丁4  20：け／05／川  4丁  F   t5  ＋  ／  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  ■  

丁5  ′ 2（m7／05ハ8  40  F   2丁  ＋  ＋  ＋  ／  ブタ生ハム（自書1）   半生   暮  

78  2の丁／05／30  33  M  28    ＋  ＋  ／  ヒツジ欄内、ブタホルモン   十分加熱  ■  
TT  2（氾丁／00／22   ：は  H   20  ＋  ウシ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  暮  

78  2（抑7′W25  45  M   3丁  十  ＋  ＋   ブタ精肉  十分加熱 半生  ■  
ヒツジ欄内  

丁，  2（カ7／01′21  3丁  H   †8  ＋  ／  ブタ精肉   十分加勲  暮  
釦  2（カ丁／0丁／24  5丁  H   24  ／  喫食丘なし  ■  

81  2（旧丁／0丁／29  き丁  M   48  ＋   不明レパ「、ブタホルモン  十分加熱 半生  ●  
不明レバー、ブタホルモン  

82  200丁／07／3l  」8  H   諏  十  ／  ブタ糟内、ブタホルモン、ブタレ′く－   十分加熱  ■  

83  2（旧丁′【絡／01  ヰ8  H   33  ＋   ブタ＃内  十分加熱 生  ■  
ウシ精肉．ヒツジ精肉  半  

8l  200丁／（旭／01  53  H   28  ＋   ヒツジ精肉  十分加熱 半生  ■  
ヒツジ精肉  

85  2（旧丁／…  50  H  ＋   ヒツジ構内  十分加熱 生  ■  
ウシ精肉  

桝  2（旧－／09／05  41   H   29  ＋   ／  喫食歴なし 無  

87  2（旧7／09／t8  41   H   23  ＋  ／  ウシ＃内、ブタ精肉、ウシホルモン、ブタホルモン  半生   ■  

拙  2（巾丁′（冶／21  57  H   ll  ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  
1炒  制7／†○／03  59  H   8，  十  ／  ブタレバー、ブタ精肉   十分加熱  ■  

00  珊丁／10／03  19  M   40  ＋  ／  喫食歴なし  ■  

No．  採血8  年齢  性別  ∧LT （M／U   H亡V抗体  HEV RNA  問診 該当 ※1   嘆食圧砕査  遡及対象  
lgM  kG  肉の種類   供給製剤   受血着信報  

別  2（D7ノ10′09  35  M   19  ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱   無  
92  200丁／10／柑  卸  M   31  ＋  ウシ精肉．ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  
93  2（追7ハl′18  24  H   5  ＋  ／  不明  無  
94  2（氾丁／ll／16  54  H   22    ＋  ＋ ●  ブタホルモン、ブタレバー   十分加熱  ・無  

95  2（氾7／11／川  45  M   4丁  ＋   ブタ精肉  ブタレバー   
十分加熱 半生  無  

，8  2（氾ア／llハ9  58  H   13  ＋  レバー、ホルモン   不明  無  
97  200丁′＝／t9  2」l  M   46  ＋  不明  無  
姐  鱒7ハt／24  36  M   25  十  不明  無  
99  2（カ7′tl／29  42  H   2l  ＋  十  ／  不明  ■  
100  200丁′＝′30  31   H   42  ＋  ＋  十   ／  レバー   不明   ■  
†Ot  2∝栂／Ol／08  35  H   3¢  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

†02  2（氾8／01ハ7  ヰ8  F   13  ＋  ＋  ＋   ブタホルモン、シカ精肉  
ウシ橋肉   

十分加熱 生  無  
半  

lOユ  2∝蛤／01／29  57  M   22  十  ブタレバー、ブタホルモン   十分加熱  女 ■  
l鋸  2（氾8／02／0l  31   H   47  十  ＋  ＋  不明  無  
105  21X拇／02′08  57  M   28  ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  
108  2008／02／13  12  M   35  十   ／  不明レバー   十分加熱  無  
10丁  2∝伯′02ハ3  ¢0  H   37  ＋  ＋  ＋  不明  無  
108  2008′03ハ1  30  H   2t  ＋  不明  無  
109  2∝柑／03／25  34   F   28  ＋  嘆貪歴なし  粗  
110  2008／03／26  32  M   引  ＋  十  十  ブタ精肉、ウシ緒肉   十分加熱  無  

20：岨／03／29  54   M   26  ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱  無  
l12  2α18／03′30  19   F   9  ＋  ／  不明レバー   十分加熱  無  
lt3  20：鳩／04／t8  48  M   ‡3  ＋  不明  飴  
114  2（X始′85／12  33  M   12  ＋  ブタ帯肉、ブタホルモン   半生   無  
‖5  2008／05′28  39   F  29  ＋  不明  無  
t18  2㈹′Q5／28  ヰ7  M   ヰ6  十  ブタホルモン   十分加熱  無  

t17  2（伯8／（帽／04  43  M   38  十   ＋  1－   ウシレバー  
ウシホルモン、ウシ、ブタ、ヒツジ精肉   

生  
十分加熱  無  

Tlる  2∝帽／08／0丁  42  M   十   ウシレバー  生  
ブタ精肉  十分加熱  無  

lt9  2∝鳩／0（】／2二】  48  M   ＋  ウシ、ブタ．ヒツジ精肉   半生   索  

t20  2008／07／10  39  M   32  ＋   ウシ、ブタ．ヒツジ編肉  半生  
ウシ、ブタ、ヒツジ精肉  十分加熱  無  
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HEV抗体  ト維∨  
No．  採血8   年l毛  性別  ALT （ル／U  fうNA   喫食崖i月査  遡及対家  

莱1  
供給製剤   受血書情報  

lgM  1gG  

】2】  2∝旭／07パー  39  M   28  －ト  不明  鰐  
122  20（絶／07′26  34   H   35  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  解  

t2二I  20こ旭／0丁／2丁  36  M   45  ＋  不明  鍬  
121  2皿′07／30  24  M   tO  ＋  ／  不明  緻  
125  2∝嶋／08／20  19  M   ＋  J－  不明  蘇  
†26  2（氾8／09／∝】  30  M   28  ＋  不明  無  
12丁  2（1】8′09／08  35  H   1＄  ＋  不明  無  
t28  2α）8／09／09  23   F   24  ＋  十分加熱  緻  

2（加／09／16  33  F   ＋  ＋  ＋  無  
130  2008′0◎′t8  58   M   21  ＋  ／  不明  無  
13l  2（伽／Ogハ丁  82  M   37  ＋   ／  ウシレバー、ブタレバー   十分加熱  書  

132  2（X蛤／（泊／23  12  H   36  十  ／  ブタ精肉、ブタレバー   十分加熱  無  

†33  細8／09′25  35  M   16  ＋  不明  無  
134  21Ⅹ鳩／09／2了  30  M   22  ＋  不明  無  
1：15  2∝岨／10ハ0  50  M   3l  十  ウシ、ブタ、ヒツジ精肉   不明   書  
138  2捕ハα／1t  ユ9  F   15  十  ／  ウマ精肉   生   無  
13丁  2間ハ0／川  50  H   13  十   ／  不明レバー   生   無  
t3丑  2α冶／lQ／18  胡l  F   23  十  不明  無  
t39  2（棚／11／03  3丁  M   22  十  ／  ウシホルモン、ブタ精肉   半生   ＃  

t40  2（×泊′11／11  ¶   F   ＋  不明  ●  

l▲t  皿／12／05  52  H   18  十  ブタレバー   十分加熱  ■  
142  皿／12／祁  l－  M   22  十  ウシ、ブタ、ヒツジ構内   十分加熱  無  
り3  冊／01／13  50  M   27  十   ／  ウシ・ブタ（精肉、レ／く－、ホルモン）   十分加熱  無  
＝4  2009／0】／2丁  55  M   ‖  十  不明  無  
り5  2∝怜／02／11  37   日   28  十  不明ホルモン   十分加熱  無  
川8  2∝柑／Wl¢  5≦l   F   2：l  十  ブタレバー   不明   無  
川7  2（×泊／0；ソ23  28   F   ヰ2  ＋  十  ウシ、ブタ緒肉   半生   舞  
l18  2（X泊／∝リ11  29  M   4，  十  ブタレバー、ホルモン   十分加勲  ★  

149  細9／研／18  35  F   29  十  生  
ウシレバー ウシ・ブタホルモン  半生   ■  

150  2（氾9／01／24  36   F   42  十  不明ホルモン   不明   暮  
†5†  罰Ⅹ帽／04′2†  45  M  十  不明   不明   無  

簸1．問診喫貪歴騨壬内幸   
砺年1月1日一閃年I0月ユ柑二「過去3ケ月以内にブタ、シ九イノシシあるいは蜘種不明の生肉、生レタく－の喫食箆J   
砺年‖月＝】－00年∞月318：「退去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物樟、焼き方を問わず）の嘆食歴」、なお本調査は伽年00月3＝ヨをもって終了  
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血安第2 7 2号  

平成21年7月3日  

査結果。来訪がなければ、その旨。   

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

6．平成17年6月23日 

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

7．平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその彼の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

8．平成18年6月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

9．平成19年2月20日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

10，平成18年2月15日報告、3月8日付けで追加報告された輸血用血液   

製剤でHCV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人   

の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。   

11．試行的HEV20プールNATについて、その後の調査実施状況。  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長様  

日本赤十字社   

血液事業本部長  

血液製剤に関する報告事項について（回答）  

平成21年6月23日付事務連絡によりご依頼のありました標記の件について  

は、下記のとおり資料を作成しましたので報告いたします。  

記   

1．平成15年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑   

われる事例について、残る2人のその後の来訪なし。（8名中6名が来所、   

検査は全て陰性）  

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウ   

イルス）感染が疑われる事例について、残る5人のその後の来訪なし。（37   

名中32名が来所、倹査は全て陰性）  

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る7人のその後の来訪なし。   

（48名中41名が来所、検査は全て陰性）  

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残卑4人のその後の来訪なし。（16   

名中12名が来所、検査は全て陰性）  

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。（追   

跡調査対象の4名中3名が来所、HBV－DNAは全て陰性。1名はHBc抗体がEIA   

法のみ陽性HI法陰性、その他の者は全て陰性）  

35  36   
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